
        

 

 

 

 

 

○ 第４４回八幡東区小学校連合音楽会に出演しました。 

 １１月１４日（火）に４年生が北九州市立響ホールで開

催された「八幡東区小学校連合音楽会」に出演しました。 

 当日の朝に本校の体育館で行われた壮行会で，全校児童

に歌声や合奏を披露しました。 

４年生は，音楽の時間だけではなく，９月から始業前や

昼休みなどにも練習を重ねて，「風のカーニバル」と「赤

いやねの家」の合唱と合奏を行いました。子どもたちはス

テージの上で，これまでの練習の成果を十分に発揮してい

ました。 

ご観覧いただいた保護者の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

○ 学習発表会を行いました。 

１１月１０日（金）に児童観覧日，１２日（日）に保護者観覧日を設定して学習発表会を実施しました。 

２週間足らずの短い練習期間ではありましたが，どの学年・学級も学習の成果を立派に発表することができま

した。今年も学習発表会では，それぞれの学年や学級で話し合っためあてを代表委員会で集約・検討して，「笑

顔をわすれず，きょうりょくし合って，心を１つにいっしょうけんめいがんばろう！」という全体スローガン

を掲げました。また，各学年・学級のめあてには，今回の学習発表会に向けた取組の足跡も掲示しました。 

 

当日は，どの学年・学級も「心を合わせて」学習の成果を発表できて

おり，全体スローガンに相応しい発表になっていたと思います。また，

５年生・６年生は，係活動でも頑張りました。運営面でも自分の責任を

しっかり果たすことができました。 

今回の学習発表会の取組を通して学んだことを，今後の学校生活の中

でも大いに生かし，大蔵小学校の児童一人一人の力を結集して，よりよ

い伝統を築いていってもらいたいと願っています。 
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○ 四校球技大会に出場しました。 

５年生が１１月２７日（月）に，八幡東体育館で行われ

た大蔵小，枝光小，河内小，ひびきが丘小による球技大会

に出場しました。本校は河内小学校との合同チームを編成

して，バスケットボールの試合に臨みました。当日は各学

校での取組の成果が生かされたチームワークやすばらしい

プレー，そして熱い応援などが見られました。 

結果として，勝敗はつきましたが，他校の児童とバスケ

ットボールを通して交流するという通常の学校生活では体

験することのできない経験を通して，子どもたちは多くの

ことを学んだと思います。 

 ご声援を送っていただいた保護者の皆様に感謝申し上げます。 

 

○ 「おたるん」誕生!! 

児童や教職員，保護者の皆様，地域の方々により一層大蔵小学校に愛着をもってもらうことを意図して，企

画委員会を中心に全校児童が６月から取り組んできたキャラクターが完成しました。これは，全児童の原図を

企画委員会と職員会議で絞り込んだ３点の原図を基に完成したものです。ここで，今回採用された６年１組の

○○さん，○○さん，５年１組の○○さんの原図に込めた思いや願いを紹介（順不同）します。 

・「私は，大蔵のまちのシンボルであり，宝物でもあ 

る大蔵川や「オヤニラミ」「ホタル」などの生き 

物，そして大蔵の景色や自然環境などをアピール 

したいという思いを込めてキャラクターを描き 

ました。これからもっと，大蔵小学校やおおくら 

のまちが，「あいさつ」「えがお」「げんき」いっ 

ぱいになったらいいなと思います。」 

・「私は，人や魚，虫などの生き物にもとても愛され 

るキャラクターを描きました。そして，このキャ 

ラクターには，大蔵小やおおくらのまちに，「あ 

いさつ」「えがお」「げんき」をたくさん広めても 

らいたいという願いを込めました。大蔵のまちが 

人や生き物にとってこれからも優しいまちになっ 

たらいいなと思います。」 

・「私は，キャラクターに大蔵のまちの自慢である大 

蔵川のホタルを描きました。そして，笑顔で元気 

に挨拶している表情を表してみました。このキャ 

ラクターの住んでいる大蔵のまちは，友達がたく 

さん増えるまほうをもっています。これからもま 

すます大蔵のまちがみんな仲よく暮らしやすいま 

ちになったらいいなと思います。」 

 なお，「おたるん」という名前は，５年１組の○○さんの案を基につけました。これからも「おたるん」

をシンボルとして，「挨拶」「笑顔」「元気」に溢れる学校づくりを目指して，児童の頑張りを積極的に発

信していきたいと考えています。 


